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5/20（火）
15：00～16：25 1,750円（入会不要）受講料

S-16

　後半は、座談会形式で、子育て世代の声・祖父母世代の声
に耳を傾け、語り合いましょう。子育て世代も祖父母も働く時
代の「孫育て・育児」に活用できる支援制度・社会資源をご紹
介します。
　里帰り出産・育児サポート・ファミリーサポート等、これから
育児・孫育てをする予定の方、育児・孫育て中の方、地域のご
家庭の子育て・孫育て支援等をしてみたいと思っている方、育
児支援に関心のある方、世代間ギャップに悩んでいる方など、
多くの方のご参加をお待ちしています。

　今と昔の育児方法の違いを学び、子育て世代の声・祖父母
世代の声から、孫育てのヒントを紐解きます。
　前半はクイズ形式で、今と昔の育児方法の違い・子育ての
世代間ギャップについて、楽しく学びます。

聖徳大学准教授　大塚　寛子
おおつか　 ひろこ

　病院で助産師・看護師として勤務、現在は家族看護学
の教育研究に取り組んでいます。プライベートでは、核
家族で中学生女子と小学生男子を子育て中です。専門
分野：生涯発達看護学（母性看護学・助産学・家族看護
学）。博士（保健学）。

　　
4,650円（入会不要）受講料

5/16、5/30（金・2回）　※雨天決行　
１回目　10：00～11：30　２回目　10：00～12：30（集合9：45　JR成田線布佐駅改札外）

地域連携講座

　我孫子市は、北は利根川、南は手賀沼に挟まれた、水辺が
豊かな地形であったため、古代より人々が生活を営んでいた
記録があります。これまで我孫子市では、我孫子駅周辺に手
賀沼の景観を愛して居を構えた文人たちの紹介や、湖北駅周
辺における古代の歴史、布佐駅の南側の手賀沼干拓の歴史を
紹介してきました。そこで、今回の講座では、布佐駅の北側、
利根川がもたらした豊かな文化、布佐市街地の歴史を紹介し
ます。江戸時代に行われた利根川の河川改修を機に、人々が
より豊かな生活を求めて形成した布佐河岸。その変遷や河岸
の文化を聞いて、見て、一緒に歩いてみませんか？ 
　1回目は布佐の歴史、2回目は布佐市街地をご案内します。

我孫子市協力講座
布佐の街を歩く

我孫子市教育委員会　今野　澄玲

　　 2,900円（入会不要）受講料

Ａ　5/2（金）　Ｂ　5/10（土）　※雨天決行
13：00～15：30

（集合12：50　つくばエクスプレス線流山セントラルパーク駅改札外）

　つくばエクスプレス線流山セントラルパーク駅周辺は、鎌
倉時代から矢木（八木）村と言われ、多くの人々が暮らしてい
ました。区画整理事業によって街の様子が大きく変わるなか、
かつての村の繁栄を物語る文化財を巡ります。

　「自分に介護はできるかしら？」と、一度は考えたことがあるのではないでしょうか。今年も、「介護の演習体験」ができる講座
を開講します！　介護を知ること、体験することで、将来の介護不安を軽減できます。目指せ、楽らく〈快互〉！

流山市協力講座
歴史散歩～春の八木地区を歩く～
Ａ、Ｂ

流山市立博物館長　北澤　滋

地域連携講座

A　5/17（土）　B　5/31（土）
C　6/14（土）　D　6/28（土）

聖徳OGが贈る♡　介護のコツを知って、
楽らく〈快互〉（かいご）を目指しましょう！
A、B、C、D

聖徳OGが贈る♡　介護のコツを知って、
楽らく〈快互〉（かいご）を目指しましょう！
A、B、C、D

S-1

C　移動の介護③　福祉用具を使って移動体験／秋山
　持ち上げて車いすからベッドへ移動するのは不安、自信
がない、と思う方も多いのではないでしょうか。さまざまな
福祉用具を味方につけて、自宅での介護を〈快互〉に変化さ
せてみませんか。実際に体験し、福祉用具の良さを理解して
いきます。
 

D　排泄の介護／鈴木
　排泄介護は、介護をされる方もする方も嫌だと思うもの
の1つかもしれません。ですが、紙おむつは日々進化してい
ます。さまざまな種類の紙おむつを紹介しながら、実際に施
設などで行っている介護の方法を紹介していきます。

A　移動の介護①　楽らく〈快互〉を目指しましょう／池田 
　無理な姿勢で力任せに介護を行うと、腰を痛めることがあ
り、介護を受ける方も嫌な気持ちになることも。
　まずは、介護者が少しの力で最大限の力を発揮できるよう
に、からだの動きを知りましょう。そして、イスから立ち上がる
時のコツや、自宅でできるちょっとした工夫で、生活が楽にな
るポイントを説明し、体験していただきます。

B　移動の介護②　車いすの扱い方　簡単な散歩まで／山口
　街で買い物や散歩をする時に、杖を使ったり、車いすを使用
したりしている高齢者は大勢いらっしゃいます。ですが、ちょ
っと待って！　正しい援助のしかたがあります。自信をもって
外出を楽しめるように、杖を使っている方への注意点、車いす
の操作などを説明し、体験していただきます。

10：30～11：55 各回1,750円（入会不要）受講料

　平成29年介護福祉士、社会福祉士を同時取得。大学
卒業後から現在に至るまで、特別養護老人ホームに従事
している。近年は、地域の子どもたちに介護体験等の講座
を開いて、要介護高齢者の理解の啓発に努めている。

介護福祉士（社会福祉士）　山口　明日香
やまぐち　　あ す か

　平成28年介護福祉士取得。大学卒業後、特別養護老人
ホームのユニット型に介護職として就職。現在は、別の
法人の特別養護老人ホーム従来型に勤務している。おむ
つの研修を受け、快適な排泄介助について施設のリー
ダーとして奮闘している。 介護福祉士 鈴木　雅未

すずき　　 まさみ

　平成3年介護福祉士取得。特別養護老人ホーム、
デイサービス、在宅介護支援センター等で勤務。平
成15年より介護福祉士養成校の学生や一般市民に
介護などを教えている。

聖徳大学教授（介護福祉士）　
［コーディネーター］

池田　静香
いけだ　　しずか

　平成5年介護福祉士、平成11年介護支援専門員
を取得。有料老人ホーム、特別養護老人ホーム、
グループホーム等で勤務。現在、介護職員初任者
研修、実務者研修講師を務めている。
介護福祉士（介護支援専門員）　秋山　佳世子

あきやま　　か よ こ

聖徳大学准教授　大野　雄太

　ホルン奏者。聖徳大学音楽学部准教授。2023年ま
で東京交響楽団首席奏者を務める。オーケストラのみ
ならず、全曲昭和歌謡の「ホルンで紅白歌合戦」なども
企画。クラシックから歌謡曲、ドラマ、映画音楽まで幅
広く活躍中。 おおの ゆうた

　ひと頃、音楽は他の芸術よりも一段劣ったジャンルだと言わ
れてきました。文学や絵画に比べてあいまいなものであるから
です。しかし、現代においては「直接心に訴える強い力」を持
つ芸術であることが認められています。
　音楽、とりわけ「西洋音楽」がどうしてそのような力を持つの
かを踏まえた上で、「昭和」という時代に迫れば、くっきりと浮
かび上がるものがあります。歴史は繰り返す、これが本当であ
れば、昭和歌謡から今、未来も見えてくるかもしれません。
　ホルンの演奏と共に、昭和歌謡を楽しみましょう。

　この講座では、オーケストラ奏者が名曲の楽しみ方を紹介
します。クラシックの名曲がなぜ名曲なのか、そして、昭和を
彩った歌謡曲はなぜ今も歌い継がれるのか、秘密に迫ります。

7/5（土）
聖徳大学SOA音楽研究センター共催講座

S-18
名曲探検講座4
～オーケストラから昭和歌謡まで
名曲探検講座4
～オーケストラから昭和歌謡まで 13：30～14：55  1,750円（入会不要）受講料

聖徳大学名誉教授　吉田　真美

　お茶の水女子大学大学院食物学研究科修了。東京
女子医科大学にて医学博士取得。同大学助手・講師を
経て、聖徳大学人間栄養学科助教授・教授として、主
に調理学を担当。現聖徳大学名誉教授。

よしだ まさみ

らをおいしく食べるための工夫が長年にわたってなされ、地域
ごとの特徴ある豆食文化が形成されてきました。
　本講座では、豆はなぜ体に良いのかという栄養面と、世界各
地の特徴ある代表的な豆料理についてお話しします。全3回
の講座のうち、１回目は日本の豆料理、２・３回目は世界各地
の代表的な豆料理について紹介します。豆は煮物だけではな
く、多様な料理に使用できることを知って、おいしく食べてい
ただきたいと思います。

　世界には、たくさんの種類の豆類が存在します。世界各地で
食べられている豆の種類は一様ではなく、気候、土壌、民族、地
理などの諸要因に合致した特徴的な豆類が、歴史の中で選択
されて、地域住民の貴重な食料となってきました。そして、これ

S-17 豆類の栄養と料理豆類の栄養と料理 5/12、5/19、5/26（月・3回）
10：00～11：25  5,250円受講料

聖徳大学名誉教授　坂崎　紀

　西洋音楽史家。東京藝術大学、同大学院で音楽学
（西洋音楽史）を専攻。聖徳大学、東京藝術大学、明
治大学で西洋音楽史、音楽理論の授業を担当。日本
音楽学会、日本オルガン研究会会員。

さかざき おさむ

　ＣＤを鑑賞しながら、ヨーロッパ中世から20世紀までの、お
もにパイプオルガンのための音楽の歴史をたどります。
◎取り上げる作曲家：パウマン、カベソン、フレスコバルディ、
　ブクステフーデ、バッハ、クープラン、フランク、ヴィドール、
　デュプレ、アラン、メシアン　他

聖徳大学SOA音楽研究センター共催講座4/23、4/30、5/7、5/14、5/21、5/28、6/4、6/11（水・8回）S-19 CD鑑賞講座：オルガン音楽の歴史
CD鑑賞講座：
オルガン音楽の歴史 14：45～16：10  14,000円受講料

聖徳大学SOA音楽研究センター共催講座

熊野神社

赤松宗旦著『利根川図志』

庚申塔

こんの　　 すみれ

聖徳大学教授　山本　まり子

　専門は19～20世紀ドイツ語圏の音楽作品研究。
博士（人文科学）[お茶の水女子大学]。楽曲解説執筆、
FMゲスト解説など多数。SOA音楽研究センター長、
早稲田大学オペラ／音楽劇研究所招聘研究員、日本
声楽家協会理事。 やまもと こ

　今期は、家族同士が作曲家として名を馳せた５組を取り上
げ、身近な人がどのように芸術創造の原動力となったのか、ま
た、偉大な家族を前にして、いかに自分らしい表現を求めたの
かを見てまいりましょう。音源や映像を豊富に用いて、音楽の魅
力を紐解いてまいります。
第１回　バッハ：巨匠とその息子たち
第２回　ハイドン：ヨーゼフとミヒャエルの光と影
第３回　モーツァルト：神童と父の葛藤
第４回　シューマン：夫婦の肖像
第５回　ヨハン・シュトラウス：二人のヨハンとは

　この講座では、クラシックの大作曲家とその家族の存在に焦
点を当てます。誰もが知る名曲は、作曲家の天賦の才だけから
生み出されたものではありません。そこには親子や兄弟、夫婦と
いった家族の肖像が色濃く映し出されています。

聖徳大学SOA音楽研究センター共催講座S-20 大作曲家とその家族―名曲誕生の原動力に迫る―
大作曲家とその家族
―名曲誕生の原動力に迫る―

5/10、5/24、6/7、6/14、7/5（土・5回）
15：00～16：25  8,750円受講料

聖徳大学SOA音楽研究センター共催講座

きたざわ　しげる




